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学
校
法
人
  関
西
文
理
総
合
学
園

　12年度第10期生募集が、10月のＡＯ（実験･実習評価

型）入試・指定校特別推薦入試を皮切りにスタートしま

す。本学のＡＯ入試（定員14名）は、試験教科学力のみ

の選考ではなく、生物・化学・情報分野からの実習やレ

ポート作成・個人面接(得意理科科目の口頭試問含む)を

通じて、生命科学分野への強い関心と入学後の高い学習

意欲・適性を審査していくものです。指定校特別推薦入

試（定員24名）については、滋賀県下高校を中心に、本

学が出願条件とする成績基準をクリアーした生徒を高校

から推薦していただき、最終本学での個人面接で判定を

行なうものです。いずれも選抜のための教科試験を課し

ていませんが、この間一般入試での入学生以上に修学意

欲をもった学生が入学してくれています。

　さて、本格的な入試スタートとなる一般公募制推薦入

試（定員47名）は、11月26日（土）27日（日）に実施します。 

学科間や、調査書重視の「トータル型」と得意理科重視の

「ポイント型」で倍率差が出ますが、学科、日程、型を併

願すれば、本学への合格可能性をより高めることができ

ます。　　　　

入試・募集伝言板

　植物に含まれる有用成分を探索し、
その機能解明を進めている太田先生の
研究室で栽培されているアシタバ。強
い生命力を持ち、古くから薬草として
知られ、最近では健康食品として注目
を集めています。太田研究室でも、新
しい医薬品リード化合物の開発をめざ
して、研究を進めています。

学内の動植物たち

前期実験の成果をグループ発表（環境科学専門実験Ⅰ）

Nagahama Institute of Bio-Science and Technology　

vol.17
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長浜バイオ大学学園通信

「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ち
きらめくさま。大学祭の名称として学生が命名しました。

2011
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推薦から積極的に受験しよう !

太田研究室のアシタバ

　推薦入試結果については、一般入試の動向を知る上で

重要な指標となりますので、一般入試からの受験者は、

ホームページで必ず推薦入試結果を確認してほしいと思

います。

　年明けからの一般入試は、下記の日程で前期Ａ（前期

Ａプラスセンター 1）・前期Ｂ（前期Ｂプラスセンター 1）・

中期（中期プラスセンター 2）・後期とセンター利用前期

Ａ方式・前期Ｂ方式、中期、後期で、独自試験4回と大

学入試センター試験1回で11方式での合否判定を行いま

す。

　この間の各種模試志望動向では、農・生物系統の人気

継続と安全な受験志向から、本学一般入試の志望者数は、

センター試験を利用した入試と合わせて、志願者が大幅

に増加した前年並みとなっています。本学受験を考える

みなさんは、一般入試やセンター利用入試では、定員が

多く例年倍率も低い前期日程から受験をしてください。

また、出願の際は検定料減免制度を利用し、「受験型」や

「複数学科」「複数日程・方式」での併願で合格可能性が高

くなる受験をしてください。

【入試日程】

どうなる ? 
 12 年度入試

入試方式 出願期間 試験日 発表日
公募制推薦①トータル・ポイント､ 専門・総合①

11/ １～ 11/22
            11/26(土)

12/7
公募制推薦②トータル・ポイント､ 専門・総合②             11/27(日)
前期Ａ・前期Ａプラスセンター 1 １/ ４～１/18             １/22(日)

２/11
前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター 1 １/ ４～２/１             ２/  5(日)
中期・中期プラスセンター 2（特別奨学生選抜） １/４～２/16             ２/22(水) ２/28
後期 ２/15～３/ ６             ３/10(土) ３/16
センター利用前期Ａ方式 １/４～１/13

独自試験なし
２/11

センター利用前期B方式（特別奨学生選抜） １/４～２/１
センター利用中期（特別奨学生選抜） １/４～２/16 ２/28
センター利用後期 ２/15～３/ ６ ３/16



巻頭特集

大学の魅力

　

受
付
開
始
時
間
ま
で
ま
だ
30
分
も
あ
る
の
に
、
電
車
や
自
家
用
車
で

参
加
者
が
続
々
と
到
着
。
9
時
43
分
の
新
快
速
電
車
が
田
村
駅
に
着
く

と
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
一
気
に
賑
や
か
に
な
っ
た
。
友
人
同
士
の
参
加

の
他
に
家
族
連
れ
の
参
加
者
が
意
外
に
多
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
策
し

大
学
の
雰
囲
気
を
確
か
め
る
参
加
者
た
ち
、
ロ
ビ
ー
の
求
人
票
や
ア
ル

バ
イ
ト
募
集
票
を
興
味
深
げ
に
眺
め
る
保
護
者
、
昨
年
の
入
試
問
題
を

真
剣
に
見
る
高
校
生
の
姿
が
印
象
的
。

　

午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
特
別
招
聘
教
授
の
清
水
信
義
先
生（
慶
應

義
塾
大
学
名
誉
教
授
、慶
応
大
学
先
導
研
G
S
P
セ
ン
タ
ー
名
誉
所
長
）

の
ミ
ニ
講
演
会﹃
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
が
拓
く
輝
か
し
き
未
来
﹄か
ら
ス

タ
ー
ト
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
の
学
び
の
内
容
を
説
明
し
た
後
に
、
世

界
で
初
め
て
ヒ
ト
22
番
染
色
体
の
解
読
を
成
し
遂
げ
た
、
清
水
先
生
の

研
究
チ
ー
ム
の
活
躍
を
紹
介
さ
れ
た
。
参
加
者
は
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
と

る
な
ど
、
バ
イ
オ
の
可
能
性
や
最
先
端
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。

﹁
バ
イ
オ
の
大
学
﹂
の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
は
、
た
く
さ
ん

の﹁
優
位
性
﹂や﹁
コ
コ
に
し
か
な
い
﹂が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
大
学
の
魅
力
を
再
探
訪
し
て
み
よ
う
と
、
8
月
7
日
に

開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
同
行
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
が
も
つ
可
能
性
を
熱
心
に
聞
く

実
験
を
体
験
し
て
高
校
生
の
目
が
輝
く

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

魅
力
を
探
る

　
「
体
験
！
体
感
！
バ
イ
オ
実
験
・
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、
6
つ
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
そ

れ
ぞ
れ
の
実
験
室
へ
と
分
か
れ
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
、「
ア
ニ
マ
ル
バ

イ
オ
を
見
て
み
よ
う
～
遺
伝
子
か
ら
発
生
工
学
ま
で
」
に
参
加
。
始
め

に
ホ
ヤ
を
使
い
、
熱
シ
ョ
ッ
ク
で
た
ん
ぱ
く
質
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る

前
と
後
で
、
遺
伝
子
の
R
N
A
の
量
が
ど
う
変
化
す
る
の
か
を
電
気
泳

動
法
で
確
認
。
手
袋
を
装
着
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
器
具
の
扱

い
方
の
説
明
を
受
け
、
一
人
ず
つ
D
N
A
を
ゲ
ル
に
注
入
す
る
作
業
に

挑
戦
。
初
め
て
触
る
ピ
ペ
ッ
ト
マ
ン
の
扱
い
に
苦
労
し
て
い
た
男
子
生

徒
は
、「
緊
張
し
た
。不
器
用
な
の
で
手
が
震
え
て
し
ま
っ
た
」と
苦
笑
い
。

　

次
に
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
卵
母
細
胞
に
、
微
量
注
入
装
置
を

使
っ
て
D
N
A
を
注
入
す
る
実
験（
実
験
で
は
D
N
A
の
代
わ
り
に
蛍

光
色
素
を
使
用
）。
卵
母
細
胞
に
針
を
刺
す
と
い
う
数
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
単
位
の
操
作
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
何
と
か
成
功
。
注
入
の

出
来
に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
も
の
の
、
実
験
結
果
に
は
み
ん
な
満
足

し
て
い
る
様
子
で
す
。

暑い陽差しの中、253人が参加。朝早くから参加者が受付に

清水特別招聘教授がヒトゲノム解読の研究を講演

バイオ実験・実習プログラム

植物から取り出したDNAを電気泳動

大学の魅力を学生グループが紹介

今年は「江」のコーナーも登場

バイオ学習ワンダーランドの体験コーナー

大学への求人票には特に関心が

入試から学生生活まで個別相談

熱心に聞き入る来年度入試の説明

がん細胞を顕微鏡で観察

Ｘ線CT画像をコンピュータで観察

暗闇で発光するケミカルライトを作成

チーズの発酵過程を観察

バイオの鑑識技術で指紋を採取

カエルの受精卵に
遺伝子を導入

　

昼
食
は
、
学
生
や
教
職
員
が
使
う
学
内
食
堂
で
試
食
。
こ
の
日
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
用
の
メ
ニ
ュ
ー
提
供
だ
っ
た
の
で
、
食
後
に
通

常
の
メ
ニ
ュ
ー
を
確
認
す
る
親
子
の
姿
も
。

　

1
時
か
ら
の
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
講
義
室
1
で
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
2
回
生
3
人
に
よ
る
大
学
の
魅
力
紹
介
。
彼
ら
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
環
で
地
元
経
済
界
と
連
携
し
た「
魅
力
発
見
・
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
最
優
秀
賞
を
と
っ
た
チ
ー
ム
。
大
学
の
雰
囲
気
や

周
辺
の
環
境
、
通
学
時
間
の
有
効
な
使
い
方
、
特
徴
あ
る
講
義
や
実
験
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
、
教
員
と
学
生
の
距
離
の
近
さ
な
ど
、
学
生
な
ら

で
は
の
目
線
で
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

研
究
の
一
端
に
触
れ
バ
イ
オ
の
可
能
性
を
確
信

23
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バ
イ
オ
の
可
能
性
と
本
学
の
魅
力
が
伝
わ
る

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
環
と
し
て
、
大
河

ド
ラ
マ「
江
～
姫
た
ち
の
戦
国
」
の
主
人
公
、
江
た

ち
浅
井
三
姉
妹
の
ふ
る
さ
と
を
巡
り
、
大
学
の
あ

る
長
浜
市
を
観
光
す
る
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
主
に
小
谷
城
巡
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　　

小
谷
城
登
り
口
か
ら
語
り
部
さ
ん
が
案
内
。
番

所
跡
で
は
暗
殺
や
ス
パ
イ
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た

た
め
に
城
内
の
出
入
り
を
厳
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

六
角
氏
と
の
戦
い
に
内
通
し
た
今
井
秀
信
の
首

を
さ
ら
し
た
と
さ
れ
る
首
据
石
。
信
長
と
長
政
の

戦
い
で
あ
る「
姉
川
古
戦
場
」
が
眼
下
に
ひ
ろ
が
り
、

4
0
0
年
以
上
経
っ
た
今
も
、
両
軍
が
互
い
に
に

ら
み
合
っ
た
戦
国
の
風
景
が
垣
間
見
え
る
よ
う
で

す
。

　

桜
馬
場
跡
か
ら
北
近
江
を
一
望
す
る
と
、
琵
琶

湖
に
竹
生
島
が
浮
か
ぶ
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま

す
。
ド
ラ
マ
で
も
印
象
に
残
っ
た
風
景
で
、
こ
の

地
で
落
城
を
経
験
し
た
三
姉
妹
の
物
悲
し
さ
が
、

時
を
超
え
て
迫
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

長
浜
市
は
先
端
技
術
で
あ
る
バ
イ
オ
に
注
力
す

る
一
方
、
戦
国
時
代
の
史
跡
が
多
く
、
三
姉
妹
が

生
ま
れ
た
小
谷
城
は
浅
井
長
政
と
お
市
の
方
と
の

悲
劇
の
舞
台
と
し
て
語
ら
れ
る
な
ど
、
戦
国
歴
史

ロ
マ
ン
溢
れ
る
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大腸菌やマウスの組織切片を見学

植物の環境応答のしくみと研究手法を紹介バーチャルリアリティでタンパク質を観察 自働ゲイトシステムでマウスの行動評価を見学

開発した病原体分析装置の試作器を見学

3DCDで作成されたヒトの脳標本（和田研究室） メダカを使ってヒトの疾患を研究（清水研究室）

筋細胞や神経細胞が分化する標本を見学

公開研究室

江
・
浅
井
三
姉
妹
の

ふ
る
さ
と
巡
り
コ
ー
ス
も
♪

　

次
に
、
1
時
40
分
か
ら
は
、
3
つ
の
引
率
型
ツ
ア
ー
。
大
学
の
施
設

と
立
体
可
視
化
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
見
学
す
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
＆

3
D
画
像
」、
そ
れ
に「
研
究
室
訪
問
」と「
長
浜
バ
イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
見
学
」だ
。

　

研
究
室
訪
問
ツ
ア
ー
は
、
各
学
科
・
専
門
コ
ー
ス
の
研
究
室
か
ら
、

参
加
者
が
希
望
す
る
2
つ
の
研
究
室
を
訪
問
。
初
回
は
最
初
に
生
物
情

報
解
析
学
研
究
室
を
訪
れ
、
3
D
メ
ガ
ネ
と
ペ
ン
型
の
装
置
に
よ
っ
て

触
覚
的
に
タ
ン
パ
ク
質
の
硬
さ
や
弾
力
を
認
識
す
る
手
法
を
体
験
。
参

加
者
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
の
に
本
当
に
触
っ
て
い
る
み
た
い
だ
っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
初
め
て
知
っ
た
」
と
興
奮
し
た
様

子
。
続
い
て
訪
問
し
た
蛋
白
質
機
能
解
析
学
研
究
室
で
は
、
最
先
端
の

実
験
機
器
の
解
説
に
興
味
を
持
っ
た
参
加
者
が
多
く
、
質
問
も
多
く
出

さ
れ
た
。

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
緑
化
用
コ
ケ
の
製

造
技
術
を
開
発
を
し
て
い
る
㈱
明
豊
建
設
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
高
機

能
放
電
管
を
改
良
し
た
H
E
F
L
照
明
を
利
用
し「
機
能
性
野
菜
」の
開

発
を
行
う
日
本
ア
ド
バ
ン
ス
ト
ア
グ
リ
㈱
の
研
究
室
を
訪
問
。
実
際
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究
開
発
を
目
の
当
た
り
に
し
、
参
加
者
は
バ
イ

オ
の
可
能
性
を
感
じ
取
っ
た
様
子
。
メ
ダ
カ
を
使
っ
て
ヒ
ト
の
疾
患
を

解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
清
水
信
義
先
生
の「
メ
ダ
カ
御
殿
」で
は
、
説

明
一
つ
ひ
と
つ
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
姿
が
印
象
的
で
す
。

　

そ
の
他
、
i
P
o
d
を
使
っ
た
双
方
向
の
学
習
シ
ス
テ
ム「
バ
イ
オ

学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実
際
の
学
び
を
疑
似
体

験
。
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
さ
れ
た
個
別
相
談
の
窓
口
も
大
盛
況
で
、
資
料

を
持
っ
た
親
子
連
れ
ら
が
順
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。
父
親
と
参
加
し
て

い
た
女
子
高
校
生
は
、「
他
の
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
バ

イ
オ
と
関
係
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ
た
け
ど
、
今
日
は
た
く
さ
ん
の
体
験

を
し
て
、
バ
イ
オ
と
こ
の
大
学
に
興
味
を
持
っ
た
。
進
路
の
選
択
肢
を

増
や
そ
う
と
思
う
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
に
、
バ

イ
オ
の
可
能
性
と
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
魅
力
が
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

小谷・江のふるさと館

首据石

桜馬場跡より竹生島を望む 浅井・江のドラマ館

姉川古戦場

小谷城跡案内看板

NHKテレビ「サイエンスZERO」で
10月に放送予定

　肺がん細胞の増殖を抑える機能がある、「イ
グジグオリド」の構造を特定した太田伸二先生
の研究が、NHK-Eテレ「サイエンスZERO」（毎
週土曜日午前0：00 ～午前0：30放送)で10月
に放送される予定です。
　9月1日には、敦賀半島色浜での生物採集の
様子と研究室での実験を収録しました。

Topics

亀村研究室 長谷川研究室

塩生研究室 永井研究室 蔡研究室

新蔵研究室
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前
期
の
授
業
を
終
え
、
学
生
た
ち
は
夏
期
休
暇
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
実
験
や
就
活
の
学
生
の
姿
も
多
く
学
内
は

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
前
期
は
、
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
学
生
の
自
主
活
動
も
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
の
先
生
を
始
め
と
し
て
本
学
を
見
学
に
訪
れ
る
団
体
が
多
か
っ
た
の
も
特
徴

的
で
し
た
。

●  

中
国
・
東
北
大
学
と
の

　

学
生
交
流
協
定
締
結

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
と
中
国
・
東
北
大
学
は
、
2
0
0
8

年
に
交
流
協
定
を
締
結
、
2
0
0
9
年
9
月
に
は「
3
＋

1
型
」に
よ
る
2
人
の
留
学
生
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
受
け
入
れ
た
実
績
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
協
定
の
目
的
は
、
東
北
大
学
の
学
生
の
本
学

へ
の
継
続
し
た
受
け
入
れ
と
、
本
学
学
生
が
東
北
大
学

に
留
学
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
、
受
入
先
大
学

の
学
費
の
優
遇
措
置
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。

　

7
月
7
日
か
ら
3
日
間
、
三
輪
学
長
、
池
村
学
部
長
、

若
林
理
事
長
職
代
理
が
東
北
大
学
を
訪
問
、
東
北
大
学

の
姜（
J
i
a
n
g
）副
学
長
・
于（
Y
u
）国
際
セ
ン
タ

ー
長
と
会
談
し
、
本
学
か
ら
の
提
案
に
基
本
的
に
合
意

し
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
向
け
の
実
験
講
座
「
夏
休
み
！
子
供

科
学
教
室
」
を
、
8
月
20
日
、
本
学
で
開
催
し
ま

し
た
。
実
験
を
指
導
し
た
の
は
、
大
学
の
内
外
で

小
中
学
生
対
象
の
実
験
教
室
を
開
い
て
い
る
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
部
の
学
生
た
ち
で
す
。

　
﹃
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
調
べ
よ
う
﹄
の
実
験
で
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
顕
微
鏡
を
作
り
、
植

物
の
細
胞
を
観
察
し
ま
し
た
。﹃
火
山
だ
い
ば
く
は

つ
！
﹄
の
実
験
で
は
、
ゼ
リ
ー
と
ジ
ュ
ー
ス
を
使

っ
て
火
山
の
噴
火
を
再
現
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
し
た
生
徒
た
ち
は
、「
と
て
も
面
白
か
っ

た
」、「
ま
た
参
加
し
た
い
」な
ど
の
感
想
を
の
べ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
、
8
月
22
日
に
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
・

Ｚ
Ｔ
Ｖ
の
「
お
う
み
！
か
わ
ら
版
」
で
放
送
さ
れ
ま

し
た
。

小中学生を対象に「夏休み！子供科学教室」
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
前
期
は
、
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
学
生
の
自
主
活
動
も
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
の
先
生
を
始
め
と
し
て
本
学
を
見
学
に
訪
れ
る
団
体
が
多
か
っ
た
の
も
特
徴

的
で
し
た
。

New
s

Clip

＊
「
3
＋
1
型
」
と
は
、
3
年
間
東
北
大
学
で
学
ん
だ
学
生
が
、
最

終
学
年
の
1
年
間
を
本
学
で
研
究
、
東
北
大
学
を
卒
業
後
に
本

学
大
学
院
に
入
学
、
前
期
課
程
修
了
後
に
滋
賀
医
科
大
学
大
学

院
（
博
士
課
程
）
で
学
位
を
取
得
す
る
も
の
で
、
バ
イ
オ
と
医
学

を
習
得
し
た
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
大
き
な
目
的
を
も
っ
て

い
ま
す
。
2
0
1
0
年
8
月
に
は
、
本
学
と
滋
賀
医
科
大
学
、

東
北
大
学
と
の
3
大
学
国
際
交
流
協
定
を
締
結
、
更
に
強
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

●  

木
曽
客
員
教
授
を
講
師
に

　

バ
イ
オ
セ
ミ
ナ
ー

　

7
月
26
日
に
開
催
し
た
本
学
の
バ
イ
オ
セ
ミ
ナ
ー
で
、

今
年
度
か
ら
本
学
の
客
員
教
授
と
な
っ
た
木
曽
良
明
先

生
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

木
曽
先
生
は
、
創
薬
科
学
分
野
で
世
界
的
に
著
名
な

研
究
者
で
あ
り
、
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
等
の
難
病
の
治
療
薬
開
発
で
顕
著
な
業
績
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
ご
自
分
の
研
究
の
系
譜
を
紹
介
し
、
エ

イ
ズ
等
の
難
病
克
服
を
め
ざ
し
た
生
物
分
子
の
相
互
認

識
を
基
盤
と
す
る
酵
素
阻
害
剤
研
究
や
、
先
生
が
開
発

し
た
、
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
研
究
に
有
用
で
世

界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
、
ア
ビ
ジ
ン
│
ビ
オ
チ

ン
キ
ャ
ッ
チ
法
と
ク
リ
ッ
ク
ペ
プ
チ
ド
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●  

高
校
の
進
路
指
導
担
当
が

　

本
学
を
見
学

　

6
月
18
日
、
今
年
で
3
回
目
と
な
る
「
大
学
説
明
会
・

施
設
見
学
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
滋
賀
、大
阪
、

岐
阜
、
三
重
、
兵
庫
、
愛
知
、
奈
良
か
ら
合
計
31
人
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
説
明
の
ほ
か
、
高
大
連
携

事
業
の
紹
介
、
2
0
1
2
年
度
入
試
概
要
、
今
年
度
か

ら
稼
働
し
て
い
る
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
学
習
支
援
シ
ス
テ

ム
「
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
な
い
ま
し
た
。
見
学
会
で
は
、大
学
施
設
、研
究
室
、

長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
企
業
の
3
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

本
学
の
特
色
で
あ
る
バ
イ
オ
教
育
・
研
究
、
最
新
施
設

と
産
官
学
連
携
の
取
り
組
み
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

地域と大学

学生生活information

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
つ
い
て

【
緊
急
・
応
急
採
用
に
つ
い
て
】

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
貸
与
奨
学
金
は
、
4
月
に
定
期
採

用
の
募
集
を
行
い
、
2
0
1
1
年
度
の
申
し
込
み
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
保
証
人
な
ど
の
失
職
・
退
職
（
定
年
や
自
己
都
合

に
よ
る
退
職
を
含
む
）、
死
亡
、
離
別
（
離
婚
等
）、
破
産
、
病

気
・
事
故
・
会
社
倒
産
等
に
よ
る
著
し
い
支
出
増
大
・
収
入

減
少
、
被
災
等
の
理
由
に
よ
り
家
計
の
急
変
が
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、「
緊
急
採
用（
第
一
種
・
無
利
子
）」ま
た
は「
応
急
採

用（
第
二
種
・
有
利
子
）」に
て
申
し
込
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
し
込
み
は
家
計
急
変
の
事
由
が
発
生
し
た
月
か

ら
12
ヵ
月
以
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

︻
返
還
誓
約
書
の
提
出
に
つ
い
て
︼

　

2
0
1
2
年
3
月
満
期
に
て
貸
与
終
了
と
な
る
学
部
4
回

生
、
修
士
2
回
生
、
博
士
3
回
生
な
ど
は
、
2
0
1
1
年
12

月
上
旬（
予
定
）を
期
限
と
し
て「
返
還
誓
約
書
」を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
所
定
の
記
入
書
類
な
ど
は
、11
月
上
旬（
予

定
）
に
実
施
す
る
説
明
会
に
て
各
学
生
に
配
布
し
ま
す
。
保
証

制
度
で
「
人
的
保
証
」
を
選
択
し
て
い
る
方
は
、
連
帯
保
証
人

（
父
母
）以
外
に
、
保
証
人（
4
親
等
以
内
の
親
族
で
保
証
能
力

の
あ
る
方
）
も
選
任
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
自
筆
に
よ
る
署
名
、
押
印
を
し
、
印
鑑
証
明
書
を
添
付
し

て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
2
0
1
0
年
4
月
以
降
に
採
用
さ
れ
た
学
生
に

つ
い
て
は
、
制
度
が
変
わ
り
、
採
用
後
す
ぐ
に
返
還
誓
約
書

を
提
出
し
て
い
る
た
め
、
手
続
き
は
リ
レ
ー
口
座
加
入
な
ど

の
み
と
な
り
ま
す
。

＊
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
申
し
込
み
、
相
談
は
事
務
室
・

学
生
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
長
浜
バ
イ
オ
大
学
家
計
急
変
奨
学
金
に
つ
い
て

　

本
学
で
は
、
修
学
の
意
志
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
計

状
況
の
急
変
に
よ
り
修
学
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
学
生
を
経

済
的
に
援
助
す
る
目
的
で
、「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
家
計
急
変
奨

学
金
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
度
の
応
募
資
格
は
、
本
学
が
認
定
す
る
家
計

急
変
事
由
に
該
当
し
、
家
計
急
変
後
の
父
母
な
ど
の
合
計
年

間
収
入
が
、
給
与
所
得
者
の
年
間
税
込
収
入
で
4
9
8
万
円

未
満
、
自
営
業
そ
の
他
の
年
間
所
得
が
1
2
6
万
円
未
満
と

な
る（
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
）学
生
で
す
。

　

前
期
に
つ
い
て
は
、
6
月
に
申
請
期
間
を
設
け
、
7
月
に

審
査
・
選
考
を
行
っ
て
5
名
の
学
生
を
奨
学
生
と
し
て
採
用

し
ま
し
た
。
後
期
は
、
次
の
通
り
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

︹
奨
学
金
の
内
容
︺

給
付
金
額
：
30
万
円

　
　
　
　
　
（
年
間
1
回
限
り
給
付
で
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
請
期
間
：
2
0
1
1
年
11
月
11
日
〜
18
日

　
　
　
　
　
（
＊
募
集
要
項
10
月
17
日
よ
り
配
布
予
定
）

選
考
結
果
：
2
0
1
1
年
12
月
下
旬

給
付
時
期
：
2
0
1
2
年
1
月
下
旬

募
集
人
数
：
5
人

＊
長
浜
バ
イ
オ
大
学
家
計
急
変
奨
学
金
の
申
し
込
み
、
相
談
は
事

務
室
・
学
生
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
等
の
被
災
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

こ
の
3
月
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
等
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
改
め
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
保
証
人
の
居
住
地
が
東
日
本
大
震
災
及
び
長

野
県
北
部
地
震
の
災
害
救
助
法
適
用
地
域
に
あ
り
、
就
学

に
著
し
い
支
障
が
生
じ
た
学
生
に
対
し
て
、
入
学
金
や
授
業

料
な
ど
の
学
費
を
減
免
す
る
特
別
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
人
の
学
生
よ
り
申
請
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
2
0
1
1
年

度
前
期
学
費
の
全
額
を
減
免
す
る
措
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
2
0
1
1
年
度
後
期
学
年
暦
に
つ
い
て（
予
定
）

︻
後
期
︼

10
月
1
日
〜　
　
　
　
　
　

後
期
授
業
開
始

10
月
29
日
〜
10
月
30
日　
　

大
学
祭「
命
洸
祭
」

12
月
29
日
〜
1
月
6
日　
　

冬
季
休
暇
期
間

1
月
10
日　
　
　
　
　
　

     

後
期
授
業
再
開
日

2
月
6
日
〜
2
月
13
日 　
　

後
期
定
期
試
験
期
間

3
月
17
日　
　
　
　
　
　
　

卒
業
式

左から池村、三輪、姜、于の各先生

バイオセミナーで講演する木曽先生

本学の特徴や高大連携事業を紹介

顕微鏡で見たタマネギの細胞
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club &
 circle Campus

 　life
 Topics

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p i c s  C a m p u s  l i f e  T o p

　

6
月
5
日
、
長
浜
小
学
校
に

お
い
て
「
東
日
本
大
震
災
支
援

バ
ザ
ー
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
長
浜
市
社
会
福
祉
協
議

会
や
湖
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
実
行
委
員
会
に
結
集
し
て

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

バ
ザ
ー
の
他
に
、
募
金
、
被

災
地
写
真
展
、
被
災
地
へ
送
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト
の
制
作
、

献
血
、
食
べ
物
・
お
楽
し
み
ブ

ー
ス
の
出
店
、ス
テ
ー
ジ
演
奏
・

踊
り
な
ど
多
彩
な
企
画
が
あ

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
2
︐

0
0
0
人
が
来
場
し
、
バ
ザ
ー

の
収
益
約
50
万
円
は
す
べ
て
義

援
金
と
し
て
長
浜
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
義

援
金
以
外
に
も
、
生
活
物
品
30
箱
の
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
、「
東
日
本
大
震
災
支
援
の
会
」

が
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
全
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
命
洸
祭
実
行
委

員
会
は
バ
ザ
ー
会
場
の
会
計
を
担
当
し
ま
し
た
。

C
E
L
L
部
は
「
科
学
実
験
教
室
」
を
出
店
し
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
軽
音
楽
部
が
1
日
3
回
の
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。 

教
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ

ッ
フ
で
参
加
し
、
前
日
の
準
備
や
当
日
の
ス
テ
ー

ジ
進
行
補
助
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
大
学
祭
実
行
委
員
会
主

催
の
球
技
大
会
「
第
6
回
命
球

祭
」
が
、
6
月
11
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
種
目
は
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
で
、
1
回
生
か
ら
大
学
院

生
ま
で
の
12
チ
ー
ム
約
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
気
も
、
朝
の

う
ち
に
雨
が
上
が
り
無
事
に
晴

れ
ま
し
た
。
参
加
者
み
ん
な
が

真
剣
に
プ
レ
ー
し
、
面
白
い
プ

レ
ー
や
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
が

次
々
に
登
場
、
普
段
と
は
ま
た

違
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
表
情
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
珍
プ
レ
ー
に
は
笑
い
が
起
こ

り
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
は
観
客
か
ら
拍
手
喝
采

が
上
が
り
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
観
客
も
存
分
に
楽

し
め
る
命
球
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
、
準
優
勝
を
果
た
し
た
の
は
、
共
に
1
回

生
チ
ー
ム
！　

3
位
は
3
回
生
の
チ
ー
ム
で
、
恐

る
べ
き
若
い
パ
ワ
ー
に
上
級
生
の
存
在
は
脅
か

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
図
書
券 

1
0
0
0
円
分
と
記
念
写
真
、
準
優
勝
チ
ー
ム
に

は
図
書
券
5
0
0
円
分
と
写
真
が
、
一
人
ひ
と
り

に
渡
さ
れ
、
実
用
的
な
賞
品
を
手
に
し
た
学
生
た

ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

7
月
3
日
に
、
本
学
体
育
館

で
文
化
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
合

同
イ
ベ
ン
ト
「
B
7
（
＝
ビ
ー

セ
ブ
ン
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

B
7
は
、「
B
i
o
大
学
」で
毎

年
7
月
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
意
味
で
名
づ
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。
参
加
団
体
は
、

軽
音
楽
部
、
ダ
ン
ス
部
、
吹
奏

楽
部
、
合
唱
部
、
写
真
部
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究
会
、
紅
茶
・

園
芸
サ
ー
ク
ル
、
マ
ジ
ッ
ク
サ

ー
ク
ル
の
8
団
体
で
す
。

　

普
段
の
活
動
の
成
果
を
、 

演
奏
や
発
表
、
展
示

な
ど
に
よ
り
披
露
し
ま
し
た
。
約
2
0
0
人
の
来

場
者
が
あ
り
、
軽
音
楽
部
と
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
コ

ラ
ボ
企
画
な
ど
、
合
同
イ
ベ
ン
ト
な
ら
で
は
の
企

画
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

春
に
新
入
生
を
迎
え
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
秋
の
大
学
祭
「
命
洸
祭
」（
今

年
は
10
月
29
日
・
30
日
開
催
）
へ
向
か
っ
て
、
ま

す
ま
す
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長浜バイオ大学「東日本大震災支援の会」代表

●池田　健さん
（コンピュータバイオサイエンス学科 2 回生）

　東日本大震災復興支援バザーに参加するにあたって、
いろんな方とお話しする機会があり、ただ大学生活を過ご
すだけでは得られない、貴重な経験が出来たと思います。
　このような活動に参加するのは初めてで緊張もしていま
したが、同級生や大学職員の方にも手伝っていただいて、
無事やり遂げることができました。当日暑い中、多くの方
に来場していただき嬉しい気持でいっぱいでした。また準
備期間が短い中、参加してくださった軽音部、CELL部の
方々にも感謝しています。
　この活動で得た経験を、これからの生活にも役立てて
いきたいと思います。

軽音楽部部長

●後藤　諒さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3 回生）

　僕はB7に参加するのは3回目ですが、今年は軽音楽部部
長として、またB7全体を統括する立場として参加しました。
責任は重かったですが、やるのであれば今までで一番活気
があり盛り上がるイベントを作ろうと思い、ステージを立て
たり、出店を行ったり、ホームページを作ったり、長浜の広
報紙に載せていただいたりと新しい要素をたくさん盛り込
みました。
　その甲斐あってイベント当日は来客数も増え、出店は大
盛況、ライブも大盛り上がりと大成功でした。また、今年は
参加部活間の連携もよくとれており、活気のある楽しいイ
ベントとなりました。

実行委員

●曽我　健太郎さん
（バイオサイエンス学科 2 回生）

　6月11日に命球祭とし
て、体育館でドッジボー
ルを行いました。試合は
どのチームもレベルが高
く、とても盛り上がりま
した。決勝戦で観客の人
たちから選手へ向けて拍
手 が 送 ら れ る の を 見 て 、
命球祭を開催して本当に
良 か っ た と 思 い ま し た 。
これも参加してくれた選
手の皆さまのおかげです。

実行委員

●福井　伸佳さん
（バイオサイエンス学科 2 回生）

　今年の命球祭は、男女
混 合 と い う こ と も あ り 、
参加者が集まるのか不安
でしたが、思っていた以
上に集まりほっとしまし
た。男女関係なく、みん
なが全力でプレーを楽し
み、大きな怪我をするこ
ともなく無事に終わって
良かったです。

地
域
の
行
事
へ
積
極
的
に
参
加

音
楽
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
演
奏

　
吹
奏
楽
部

　
　
部
長
　
堀
　
美
紗
季
さ
ん︵
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
回
生
︶

　
私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
現
在
36
人
ほ
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
行
事
と
し
て
は
、
夏
に
は
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、

冬
に
は
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の
活
動

と
し
て
は
地
域
の
行
事
で
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
定
期
演
奏
会
で
は
、
外
部
の
方
に
指
揮
を

し
て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
し
て
い
た
だ
く
な
ど
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
中
学
、
高
校
で
吹
奏
楽
を
や
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る

人
か
ら
大
学
に
入
っ
て
始
め
た
人

な
ど
、
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
が

好
き
な
人
が
集
ま
り
、
互
い
に
教

え
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。

　
練
習
で
は
大
変
な
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
、
日
々
の
活
動
を
通
じ
て

絆
を
深
め
音
楽
の
楽
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
演
奏
し
て
い
ま
す
。
冬
の

定
期
演
奏
会
を
ぜ
ひ
聴
き
に
来
て

く
だ
さ
い
。

命
洸
祭（
大
学
祭
）に
出
る
こ
と
が
目
標

昨
年
よ
り
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！

　
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル

　
　
部
長
　
小
倉
　
歩
さ
ん︵
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
回
生
︶

　
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
と
は
二
本
の
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
行
う
縄
跳
び
で
、

ロ
ー
プ
を
回
す
タ
ー
ナ
ー
（
2
人
）
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
加
え
た
3
人

以
上
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
私
た
ち
は
週
に
3
回
、
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
が
出
来
て
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

全
員
が
初
心
者
で
動
画
を
見
な
が
ら
技
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
経

験
者
が
い
な
い
の
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
難
し
い
で
す

が
、
そ
の
分
、
創
り
出
す
と
い
う

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
1
回
生
が
た
く
さ
ん

入
部
し
て
く
れ
た
の
で
、
前
年
よ

り
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
1
回
生
は
上
達
が
早
く
今
後

の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。
去
年
よ

り
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
メ

ン
バ
ー
で
、
命
洸
祭
に
出
る
こ
と

を
目
標
に
日
々
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

卓
球
の
魅
力
は
回
転

い
か
に
相
手
の
裏
を
か
く
か
の
駆
け
引
き
も
醍
醐
味

　
卓
球
部
　

　
　
部
長
　
山
田
　
啓
祐
さ
ん︵
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
回
生
︶

　
卓
球
部
は
大
学
内
の
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

関
西
学
生
卓
球
連
盟
に
加
盟
し
て
お
り
、
春
と
秋
に
は
1
部
か
ら

4
部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
リ
ー
グ
戦
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
卓
球
の
魅
力
は
回
転
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト

の
表
面
は
ゴ
ム
で
あ
る
た
め
回
転
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
同
じ

打
球
に
対
し
て
で
も
ラ
ケ
ッ
ト
の
角
度
を
少
し
変
え
る
だ
け
で

ボ
ー
ル
の
飛
び
方
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
回
転
の
種
類
や

強
さ
に
打
球
の
コ
ー
ス
も
加
え

る
と
、
多
様
な
組
み
合
わ
せ
が

考
え
ら
れ
、
い
か
に
相
手
の
裏

を
か
く
か
と
い
う
駆
け
引
き
も

醍
醐
味
の
一
つ
で
す
。

　
練
習
は
、
大
会
へ
出
場
す
る

人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外

の
人
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
経

験
の
有
無
や
男
女
は
問
わ
な
い

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

練
習
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

CELL部は「科学実験教室」

命
球
祭
に
12
チ
ー
ム
80
人
の
学
生
が
参
加

文
化
系
サ
ー
ク
ル
の

合
同
イ
ベ
ン
ト「
Ｂ
7
」を
開
催

東
日
本
大
震
災
支
援
バ
ザ
ー
で

本
学
学
生
が
奮
闘

89



松
島 

三
兒
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
部
長
に
聞
く

就
活
を
め
ぐ
る
環
境
と
就
職
支
援
の
取
り
組
み

就
活
が
本
番
を
迎
え
て
い
る
中
で
、
就
活
を
巡
る
環
境
と
本
学
の
就
職
支
援
の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
な
ど
を
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
部
長
の
松
島
三
兒
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

就活ウォッチング

︱
︱
来
春
の
就
活
を
巡
る
環
境
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　

来
春
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
り

そ
う
で
す
が
、
本
学
の
受
付
求
人
数
は
昨

年
度
に
比
べ
9
％
増
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
医
薬
・
化
学
・
食
品
分
野
で
の
求
人

が
減
っ
て
い
る
の
で
、
業
界
の
景
気
動
向

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
震
災
の

影
響
で
、
大
手
企
業
を
中
心
に
、
東
日
本

で
は
2
ヵ
月
く
ら
い
採
用
時
期
を
ず
ら
し

て
い
ま
す
。
た
だ
西
日
本
は
去
年
と
同
じ

よ
う
な
流
れ
な
の
に
、
な
ぜ
か「
余
裕
が
あ

る
」
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
で
気
を
つ
け

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
採
用
活
動
は
、
内
定
見

込
が
採
用
人
数
を
下
回
る
場
合
で
も
、
レ

ベ
ル
を
下
げ
て
ま
で
採
用
せ
ず
に
打
ち

切
っ
て
し
ま
う
、い
わ
ゆ
る
厳
選
採
用
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
バ
イ
オ
大
学
に
来
た
の
だ
か
ら

こ
の
道
で
」
と
、
研
究
職
に
こ
だ
わ
り
た
い

気
持
ち
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

研
究
系
技
術
職
の
枠
は
そ
ん
な
に
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
学
部
卒
で
就
職
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
の
生
か
し
方
は

も
っ
と
広
く
考
え
る
べ
き
で
す
。
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
多
面
的
に
と
ら
え
、
自
分
の
可

能
性
を
幅
広
く
追
求
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

︱
︱
本
学
の
就
職
支
援
活
動
は
、
ど
ん

な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
手

厚
い
体
制
を
敷
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
体
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
、
就
職
キ
ャ
リ

ア
課
の
ス
タ
ッ
フ
4
人
に
加
え
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
3
人
の
体
制
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
体
制
で
、
就
職
希
望
の
学
生

一
人
ひ
と
り
と
の
個
別
相
談
、
模
擬
面
接

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
充
実
さ
せ
た
の
が
3

年
次
後
期
か
ら
の
就
活
支
援
講
座
で
、
履

歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
な
ど
で
自
分

を
ど
う
表
現
す
れ
ば
効
果
的
な
の
か
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
あ
っ
た
実
践
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

直
接
的
な
就
職
支
援
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
社
会
に
出
る
準
備
を
促
す
も
の
と
し

て
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
就
業
力
」、
つ

ま
り
社
会
に
出
て
働
い
て
い
く
た
め
に
必

要
な
力
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
生
活
習
慣
や
礼
儀
・
マ
ナ
ー
な
ど

を
土
台
に
し
て
、
そ
の
上
に
基
礎
学
力
と
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
学
力
・

知
識
は
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

そ
れ
ら
を
使
っ
て
社
会
に
還
元
で
き
る
も

の
を
生
み
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
後
押
し
す
る
力
が
就
業
力
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
、
本
学
が
掲
げ
る
柔
軟
力
・
自

律
力
・
論
理
的
思
考
力
に
置
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

柔
軟
力
は
、
多
様
な
人
と
の
協
同
し
た
働

き
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
る
力
。
自
律
力
は
、
他
者
の

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
自
分
が
す
べ
き
こ

と
を
主
体
的
に
判
断
し
て
行
動
す
る
力
。
論

理
的
思
考
力
は
、
課
題
を
設
定
し
て
、
そ
の

解
決
策
を
論
理
的
に
考
え
る
力
で
す
。
具
体

的
に
は
、
一
年
次
に
柔
軟
力
と
自
律
力
を
養

い
ま
す
。
二
年
次
か
ら
論
理
的
思
考
力
を
鍛

え
、
三
年
次
の
就
職
活
動
が
始
ま
る
時
期
ま

で
に
、

　

3
つ
の
力
の
獲
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
内

容
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
始

め
、
従
来
か
ら
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
内
容
を
一

層
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
入
学

生
か
ら
、
1
年
次
前
期
の「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
」
と
2
年
次
前
期
の「
キ
ャ
リ
ア
開
発
Ⅰ
」

を
必
修
科
目
と
し
て
い
ま
す
。

キャリア教育の「ライフデザイン」

学内で開催する企業説明会

︱
︱
新
設
2
学
科
の
1
期
生
も
3
年

次
生
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
就
活
を
迎

え
ま
す
が
？

　

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に

は
、
食
品
衛
生
管
理
者
・
食
品
衛
生
監
視

員
養
成
課
程
が
あ
り
、
資
格
取
得
に
必
要
な

科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
就

職
先
を
広
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
食
品

会
社
や
動
物
に
関
わ
る
職
種
な
ど
幅
広
い

進
路
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
は
、
バ
イ
オ
分
野

と
と
も
に
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
な
ど
I
T
分
野
へ
の
進
出
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

学
科
に
よ
っ
て
は
、
特
別
講
義
な
ど
を
通

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
進
路
の
可
能
性
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

︱
︱
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
を

　

せ
っ
か
く
内
定
が
出
た
の
に
、
保
護
者
が

反
対
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
辞
退
す
る
学
生

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
は
時
間
を

か
け
て
活
動
し
て
い
る
の
に
、
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ぜ
ひ
日
頃
か
ら
十
分
に
話

し
合
い
、
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

は
１
社
を
受
け
て
パ
ッ
と
決
ま
る
と
い
う

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
社
も
受
け
て
学

生
自
身
も
疲
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
前
向
き
に
、
前
向
き

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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6
月
9
日
に 

神
戸
「
ラ
ッ
セ
ル
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
た
、

ク
ラ
ウ
ド
レ
デ
ィ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹

介
す
る
全
国
イ
ベ
ン
ト
＂
R
o
a
d
S
h
o
w
2
0
1
1
＂（
ア

ラ
イ
ド
テ
レ
シ
ス
株
式
会
社
主
催
）
で
、
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー

の
筒
井
宏
明
さ
ん
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
大
学
紹
介
の
ほ
か
、
昨
年
度
に
リ
プ
レ
ー
ス
を

実
施
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
容
を
説
明
し
、
後

半
で
は
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
バ
イ

オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の
紹
介
と
デ
モ
を
行
な
い
ま
し
た
。

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
特
徴
で
も
あ
る
ゲ
ー
ム
的
な
要
素
の
世
界

観
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
画
像
を
多
く
使
っ
た
説
明
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
に
手
元
の
i
P
h
o
n
e
を
操
作
し
て
、

マ
ッ
プ
か
ら
館
に
入
り
コ
ン
テ
ン
ツ
に
挑
戦
す
る
と
こ
ろ
を
実

演
し
ま
し
た
。
学
校
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
多
く

の
出
席
者
か
ら
も
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
出
席
者
の
中
か
ら
は
、「
あ
の
よ
う
な
や
り
方

な
ら
も
う
一
度
勉
強
し
て
み
た
い
」、「
今
ま
で
な
か
っ
た
勉
強

方
法
で
興
味
が
あ
る
」、「
他
の
大
学
に
も
紹
介
し
た
い
」と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
、「
フ
ラ
ラ
」で
す
。
い
つ
も
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
で
、
皆
さ
ん
の
活
躍
を
見
て
い
ま
す
。
掲
示
版
な
ん
か

楽
し
そ
う
で
、
い
い
な
～
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
フ
ラ
ラ
の
眼
」で
は
、
毎
回
、
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
二
つ
、
お
知
ら
せ
し
ま
～
す
。

　

食
堂
前
に
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
用
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
順
番
に
表
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
に
加
え
、
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
お
知
ら

せ
を
表
示
し
た
り
、
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
を
、

動
画
で
紹
介
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

こ
ん
な
内
容
を
表
示
し
て
ほ
し
い
、
な
ど
の
希
望
が
あ
っ

た
ら
、
教
え
て
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
に
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
が
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
3
台
置
き
ま
し

た
。
使
っ
た
方
の
お
話
し
で
は
、
静
か
で
学
習
し
や
す
い

と
の
こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
も
可
能
で
す
よ
。

是
非
、
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
、
Ｇ
Ｐ
と
は
何
で
す
か
？

若
林　

文
部
科
学
省
が
国
公
私
立
大
学

を
通
じ
て
、
教
育
の
質
向
上
に
向
け
た

大
学
教
育
改
革
の
取
り
組
み
を
選
定

し
、
財
政
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
各

大
学
で
の
教
育
改
革
の
促
進
を
目
的

と
し
た
事
業
の
こ
と
で
、
採
択
さ
れ

「
バ
イ
オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」を
全
国
に
紹
介

フララの眼

「RoadShow2011」でバイオ学習ＷＬを紹介

命江館食堂前のディスプレイ

図書情報センターのWL用PC

2 つのＧＰによる学
生支援の取り組み

若
林 

浩
文

　
　

事
務
局
長
に
聞
く

た「
優
れ
た
取
り
組
み
」
を「
G
o
o
d 

P
r
a
c
t
i
c
e
」
す
な
わ
ち

「
G
P
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
採
択
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
で

し
ょ
う
か
？

若
林　

2
0
0
9
年
に
採
択
さ
れ
た
取

り
組
み
で
、
教
員
と
学
生
が
双
方
向
で

学
習
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム「
志
向
性

を
加
味
し
た
双
方
向
性
学
習
の
場
の
構

築
」
と
い
う
取
り
組
み
で
応
募
、
私
立

大
学
申
請
件
数
3
4
8
、
選
定
数
42
、

選
定
率
12
・
07
％
と
い
う
難
関
を
突
破

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

続
い
て
、
2
0
1
0
年
度
に
学
生
の

就
業
力
育
成
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省

が
新
た
な
支
援
制
度
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
日
の
経
済
状

況
の
中
で
、
学
生
へ
の
就
業
意
識
の
育

成
を
大
学
教
育
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
支
援
策

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
就
業
力
を
育
成

す
る
た
め
に
は
、
大
学
単
独
で
は
な
く

地
元
経
済
界
と
の
協
働
で
行
な
う
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
応
募
し
、
私
立
大
学

申
請
件
数
2
6
1
、
選
定
数
1
0
6
、

選
定
率
40
・
61
％
と
い
う
、
こ
れ
も
難

関
を
突
破
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
私
は「
就
業
力
G
P
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ　

2
つ
の
G
P
の
現
在
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

若
林　

学
習
シ
ス
テ
ム
の
G
P
、
学
内
で

は「
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド（
W
L
）」
と

言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
1
年
6
ヵ
月

の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
準
備
期
間
を
終
え

て
、
2
0
1
1
年
4
月
新
入
生
か
ら
導

入
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

入
学
時
に
i
p
o
d
の
購
入
を
お
願
い

し
て
全
員
の
新
入
生
が
様
々
な
場
面
で

活
用
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
就
業
力
G
P
も
2
0
1
1
年

4
月
新
入
生
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

導
入
し
、
一
年
次
全
員
の
必
修
科
目
で

あ
る「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」
を
受
講
し
て

就
業
力
育
成
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

Ｑ　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

若
林　

2
つ
の
G
P
が
2
0
1
1
年
4
月

か
ら
同
時
に
導
入
で
き
た
こ
と
に
、
大

き
な
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
共
に
大
学
で
の
教
育
、

学
習
と
い
う
授
業
と
の
連
動
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。
基
礎
的
な
学
力
の
上
に
専

門
的
知
識
を
習
得
し
、
社
会
人
と
し
て

の
心
構
え
と「
働
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
を
並
行
し
て
学
び
、
卒
業
後
の
生

涯
設
計
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
か
ら
で
す
。
更
に
改
善
を
加
え
、
充

実
し
た
G
P
に
す
る
こ
と
が
大
学
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
ら
を
支
援
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
体
制
を
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

か
。

若
林　

先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

2
つ
の
G
P
は
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

連
動
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ

ら
を
別
々
に
支
援
す
る
の
で
は
な
く

ト
ー
タ
ル
な
支
援
が
で
き
る
体
制
を

創
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
生

が
こ
の
場
所
に
来
れ
ば
学
習
面
、
就
業

面
で
指
導
・
助
言
・
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

最
終
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

若
林　

文
部
科
学
省
は
、
設
置
基
準
を
改

正
し
て
大
学
の
教
育
課
程
を
通
じ
て「
社

会
的
・
職
業
的
自
立
」
に
向
け
た
指
導
を

制
度
化
し
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

現
在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
と
多
様
化
す

る
大
学
教
育
に
対
す
る
社
会
的
要
請
が

高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に「
学
生
の
自
立
意
識
と
社
会
性
の
低

下
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

2
つ
の
G
P
だ
け
で
打
破
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
の

教
育
全
般
を
通
し
た
取
り
組
み
の
中
で

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

身
に
つ
け
さ
せ
て
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
が
大
学
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
が
、
就
職
と
い
う
場
で
生
か
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
2
つ
の
G
P
に
取
り
組

む
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学習支援センターから
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―
―
ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
？

　

広
く
言
え
ば「
分
子
生
物
学
、
生
命
情
報

学
、
進
化
生
物
学
」
が
専
門
で
す
。
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
が
解
読
さ
れ
た
2
0
0
1
年
頃
か

ら
、
生
命
情
報
学
が
重
要
だ
と
考
え
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
う
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
最

近
で
は
よ
り
具
体
的
に「
分
子
進
化
学
、
再

生
ゲ
ノ
ム
学
」が
専
門
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
分
子
進
化
学
」と
は
、
遺
伝
子
や
ゲ
ノ
ム
な

ど
の
分
子
の
レ
ベ
ル
で
生
物
の
進
化
を
研
究

す
る
分
野
で
す
。「
再
生
ゲ
ノ
ム
学
」
と
い
う

の
は
私
が
勝
手
に
提
案
し
て
い
る
学
問
分
野

で
、
豊
富
な
ゲ
ノ
ム
情
報
を
活
用
し
、
現
在

は
存
在
し
な
い
過
去
の
酵
素
分
子
や
標
的
分

子
を
再
生
し
、
実
験
科
学
的
に
機
能
を
評
価

す
る
取
り
組
み
で
す
。

―
―
最
近
の
具
体
的
な
研
究
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

一
つ
は
、
ヒ
ト
を
含
む
霊
長
類
の
祖
先

の
ゲ
ノ
ム
に
誕
生
し
た
、
若
い
遺
伝
子

P
I
P
S
L
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
て
い

ま
す
。
全
霊
長
類
の
比
較
解
析
か
ら
、
こ

の
遺
伝
子
に
自
然
選
択
が
働
く
過
程
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
規

模
の
11
人
種
で
遺
伝
子
の
多
様
性
を
調
査

し
、
遺
伝
子
機
能
に
影
響
す
る
可
能
性
の
あ

る
S
N
P
s
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

遺
伝
子
進
化
の
新
し
い
可
能
性
に
気
づ
き
、

合
体
し
た
遺
伝
子
の
各
部
分
は
別
々
に
進
化

す
る
と
い
う
、
少
し
大
胆
な
モ
デ
ル
を
提
案

し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
分
子
進
化

学
の
分
野
で
著
名
な
国
際
誌
に
、
昨
年
11
月

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
他
の
多
数
の

ヒ
ト
遺
伝
子
の
過
去
と
未
来
、
つ
ま
り
進
化

と
今
後
の
予
測
に
つ
い
て
、
理
解
が
一
段
と

進
む
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
種
子
植
物
と
哺
乳
動
物
の
可

動
性
因
子（
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
）の
奇
妙
な
共

通
性
を
発
見
し
ま
し
た
。
生
物
の
ゲ
ノ
ム
に

は
、
遺
伝
子
以
外
に
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
と

呼
ば
れ
る
因
子
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
は
自
分
の
コ
ピ
ー
を

作
り
、
ゲ
ノ
ム
の
中
で
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

き
ま
す
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
体
を
1
0
0
と

す
る
と
、
そ
の
う
ち
実
に
45
％
が
ト
ラ
ン
ス

ポ
ゾ
ン
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
何
と
ゲ
ノ
ム

の
84
％
に
も
な
り
ま
す
。

　

哺
乳
類
の
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
の
一
種
で
あ

る
L
1
因
子
は
、
自
分
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
普
通
の
遺
伝
子
も
増
や
し
、
遺
伝
子
の

進
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
植
物
で
は
ま
だ
よ

く
判
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
続
々
と
解

読
さ
れ
る
植
物
の
ゲ
ノ
ム
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
哺
乳
類
と
類
似
し
た
性
質
の
ト
ラ
ン
ス

ポ
ゾ
ン
が
、
植
物
で
独
立
に
生
じ
た
こ
と
を

示
す
手
が
か
り
を
得
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

現
象
を
平
行
進
化
と
い
い
ま
す
が
、
今
回
の

発
見
に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
の
進
化

に
関
す
る
従
来
の
見
方
を
修
正
す
る
必
要
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の
知

見
は
、
将
来
、
植
物
の
育
種（
品
種
改
良
）に

も
応
用
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
成

果
は
、
7
月
に
開
催
さ
れ
た
分
子
進
化
学
の

国
際
学
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

―
―
最
後
に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

大
学
生
は
、
時
間
が
比
較
的
自
由
に
使
え

る
時
期
。
ぜ
ひ
、
そ
の
時
間
を
有
効
に
使
っ

て
欲
し
い
で
す
。
勉
強
熱
心
な
人
に
は
、
好

き
な
科
目
の
勉
強
以
外
に
、
10
年
後
に
発
展

し
て
い
そ
う
な
研
究
分
野
を
予
想
し
、
そ
の

分
野
の
基
礎
や
最
新
情
報
を
取
り
入
れ
て
お

く
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
た
と
え
予
想
が

外
れ
て
も
、
将
来
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
以
外
の
諸
々
の
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
の
と
こ
ろ
勉
強
中
心
の
生
活
で
は
な
い

人
は
、
時
間
を
作
っ
て
本
を
読
ん
で
く
だ
さ

い
。
科
学
啓
蒙
書
、
S
F
、
文
学
、
歴
史
、

哲
学
な
ど
何
で
も
よ
い
の
で
、
面
白
そ
う
、

大
切
そ
う
と
感
じ
る
本
を
見
つ
け
て
、
最
後

ま
で
読
み
通
し
て
く
だ
さ
い
。
大
学
を
出
る

と
、
本
を
読
む
時
間
が
無
く
な
り
ま
す
よ
。

今
回
の
研
究
室
訪
問
は
、
遺
伝
子
や
ゲ

ノ
ム
な
ど
、
分
子
の
レ
ベ
ル
で
生
物
の

進
化
を
研
究
し
て
い
る
、
進
化
ゲ
ノ
ム

学
研
究
室
の
大
島
一
彦
先
生
を
訪
ね
ま

し
た
。

大
島 

一
彦 

准
教
授　

　

●
進
化
ゲ
ノ
ム
学
研
究
室

研究室訪問18

プロフィール
　生物の世界では、普遍的
な遺伝情報システムが、多
様で複雑な生物・生命現象
を存立させており、その不
思議さに魅せられて、分子
生物学や生命情報科学の手
法を用いた研究を始める。
　コンピュータを使ったゲ
ノム情報の解析で、霊長類だ
けに存在する遺伝子を発見。
この遺伝子の働きをペンシ
ルベニア大学との共同研究
で調べ、ユビキチンという分
子に結合するたんぱく質を
作ることを解明。この研究
論文がゲノム研究専門誌『ゲ
ノム・リサーチ』に掲載され
るとともに、一連の研究成
果が評価され2007年度日本
進化学会研究奨励賞を受賞。
東京工業大学大学院生命理
工学研究科博士課程修了後、
同大学生命理工学部講師な
どを経て、2004年から現職。
福島県福島市出身。

　

特
色
あ
る
講
義
と
実
験
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
、
今
回
は
3
D
画
像
作
成
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
実
習
と
、

自
主
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム﹁
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂を
毎
年
組
織
す
る
環
境
微
生
物
学
で
す

　
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
使
っ
て
C
G
を

作
成
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

私
は
高
校
の
と
き
も
使
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
大
学
で
は
周
り
の
レ
ベ
ル

も
高
く
、
向
上
心
を
持
っ
て
取
り
組

む
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
授
業
で
は
、
1
人
で
作

品
を
作
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
で
協
力
し
て
1
つ
の
作
品
を

作
る
の
が
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

お
ま
け
に
、
他
の
先
生
方
に
評
価
を

い
た
だ
き
、
上
位
3
グ
ル
ー
プ
に
は

賞
品
が
で
る
と
い
う
こ
と
で
、
や
り

が
い
も
あ
り
ま
し
た
！

　
今
ま
で
Ｃ
Ｇ
と
い
う
の
は
難
し
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

作
っ
て
み
る
と
面
白
く
、
こ
の
授
業

を
通
し
て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

秋田　依梨賀さん
コンピュータ
バイオサイエンス学科1回生

　
こ
の
授
業
で
は
微
生
物
の
働
き

が
現
代
の
環
境
浄
化
に
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
に
焦
点

が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
環
境
浄

化
に
関
心
が
あ
る
学
生
と
し
て
は

大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
生

ゴ
ミ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
と
い
う

生
活
に
直
結
し
た
身
近
な
内
容
か

ら
、
微
生
物
を
利
用
し
た
重
金
属

の
除
去
と
い
う
踏
み
入
っ
た
内
容

ま
で
、
幅
広
い
こ
と
に
も
惹
か
れ

ま
し
た
。

　
普
段
な
ら
気
に
す
る
こ
と
な
く

見
逃
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
柄
で

も
、
実
は
微
生
物
に
よ
っ
て
い
く

つ
も
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
そ
れ

が
成
り
立
っ
て
い
る
。
微
生
物
の

活
動
の
上
に
私
た
ち
の
生
活
が
成

り
立
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
講
義
で
し
た
。

清水 信明さん
バイオサイエンス学科3回生

　

こ
の
実
習
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
作
成
す
る
技
術
を
習

得
し
ま
す
。
3
D
C
G
作
成
の
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ

ル
分
野
で
必
要
と
な
る
、
動
物
や
植
物

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
描
く
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
こ
と
か
ら
初
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
顕
微
鏡
や
実
験
器
具
な
ど
の
人
工

物
の
C
G
制
作
へ
と
進
み
ま
す
。
こ
れ

は
、
実
験
の
手
順
を
三
次
元
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
説
明
す
る
の
に
求
め
ら
れ
る

ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
を
、
た
ん
ぱ
く
質

の
立
体
構
造
を
、
フ
リ
ー
の
原
子
の
座

標
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

化
す
る
2
年
次
の
実
習
へ
と
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

3
D
C
G
の
作
成
実
習
は
、
他
大
学

で
は
3
年
次
以
降
に
学
び
ま
す
が
、
1

年
次
で
履
修
す
る
所
に
本
学
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

（
担
当
：
永
田
先
生
）

　

環
境
微
生
物
学
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム「
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
今
年
度

で
7
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
講
義
で
は

微
生
物
の
力
を
使
っ
て
人
間
が
汚
し
た

環
境
を
浄
化
す
る
方
法
を
学
び
ま
す
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
大
学
食
堂
の
生
ゴ

ミ
を
コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
、
そ
れ
を
使
っ

た
有
機
栽
培
で
農
作
物
を
育
て
収
穫
す

る
こ
と
を
体
験
し
ま
す
。

　

栽
培
す
る
農
作
物
は
学
生
の
話
し
合

い
で
決
め
、
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
と
ナ
ス
は

毎
年
の
定
番
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
も
収
穫

し
ま
し
た
。
毎
年
夏
期
休
暇
の
期
間
中

に
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
収
穫
に
も
昨
年
は
成
功
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
8
年
度
に
は
生
ご
み
処
理
機

を
設
置
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
で
あ
っ

た
、「
大
学
か
ら
出
る
生
ご
み
ゼ
ロ
」を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
担
当
：
向
先
生
）

3
D
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
画
像
処
理

の
技
術
を
1
年
次
よ
り
マ
ス
タ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
実
習

  

大
学
内
の
生
ゴ
ミ
を
コ
ン
ポ
ス
ト

す
る「
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　
環
境
微
生
物
学

ピックアップ授業

テディ・ベアの立体画像を作成

学内にある農園で苗を植える
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　長谷川慎先生は、科学技術振興機構の研
究成果最適展開支援事業の支援を受けて、
本学の三輪正直学長や伊藤正恵先生、滋賀
県工業技術総合センター、長崎大学熱帯医
学研究所、株式会社ライフテックと共同で、
新規なウイルス検出機器の開発に取り組ん
でいます。
　この新しい分析法では、病原ウイルス特
異的抗体を用いて蛍光物質をウイルスに結
合させます。そして、ごく小さい観測域（体

積数 10fL）に入ってくるウイルス粒子（直
径約 100nm）を蛍光で検出します。小さ
いウイルスの粒子を、それに合わせた小さ
な視野で検出するのがこの分析技術の新し
い点です。その結果、ごく微量のウイルス
を検出することが可能になりつつあります。
　この方法の利点は、目的のウイルスを前
処理も含めて約 10 分と短時間に測定でき
ることです。現在使われている ELISA 法
では、約 3 時間かかります。これにより

ウイルス感染の確定診断をすぐに行え、患
者の治療に直ちに反映できます。また、検
出原理が比較的シンプルなので、ウイルス
検出以外にもさまざまな応用が考えられて
います。本開発事業では、実用化のために
ライフテック社が装置開発に当初より取り
組んでいるのが特徴です。このような産官
学連携による実用化開発は、基礎だけでな
く実学研究も重視する本学の典型例といえ
るでしょう。

希
少
種
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
調
査
と
保
護
活
動

 

齊
藤　

修
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

2
0
0
5
年
に
大
学
近
く
の
田
村
山

の
ふ
も
と
の
側
溝
で
、
滋
賀
県
の
希
少

種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ
ス
ミ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
繁
殖
地
を
発
見
。
生
態

調
査
と
研
究
室
内
で
保
護
の
た
め
の
人

工
飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
す
る
米
原
に
棲
息
す
る
小
集

団
、
す
で
に
遺
伝
子
の
配
列
が
報
告
さ

れ
て
い
る
大
津
の
集
団
と
の
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
遺
伝
子
の
配
列
を
比
較
し
た
結

果
、
両
集
団
と
配
列
の
近
い
も
の
が
認

め
ら
れ
ず
、
田
村
山
の
種
は
あ
る
程
度

孤
立
し
た
集
団
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、

こ
の
調
査
結
果
を
昨
年
の
爬
虫
両
棲
類

学
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
地
元
の
自
治
体
や
教
育
・

医
療
関
係
者
な
ど
幅
広
い
人
た
ち
と
、

「
田
村
山
生
き
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結

成
、
地
域
社
会
で
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
を
保
護
す
る
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
関
す
る
共
同
研
究
論
文
が

『N
ature C

om
m
unications

』に
掲
載 

 

山
本　

章
嗣
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

細
胞
内
の
不
要
な
タ
ン
パ
ク
質
や
病
原
菌
の
分
解
を

通
じ
て
、
生
命
の
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
解
明
を
進
め
て
い
る
山
本
先
生

は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
の
共
同
研
究
で
、
リ
ン
脂
質

の
代
謝
酵
素
ホ
ス
ホ
リ
パ
ー
ゼ
D
1
が
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。
こ
の

研
究
論
文
は
、昨
年
12
月
の
英
科
学
誌﹃
N
a
t
u
r
e 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
﹄
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
は
、
新
規
の
生
体
膜
の
形
成
と
融

合
を
伴
う
大
規
模
な
分
解
過
程
で
あ
り
、
タ
ン
パ
ク
質

に
加
え
て
脂
質
が
と
て
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
研
究
は

比
較
的
新
し
く
、
現
在
も
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
関
与

す
る
タ
ン
パ
ク
質
が
次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

脂
質
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
リ
ン
脂
質
の
代
謝
が
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
こ
の
研
究
は
、

今
後
の
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
遺
伝
子
解
析
技
術

と
山
本
研
究
室
の
電
子
顕
微
鏡
技
術
を
融
合
す
る
こ
と

に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
、
本
学
に
お
け
る
電
子

顕
微
鏡
に
よ
る
定
量
的
解
析
に
、
大
学
院
修
士
2
回
生

の
根
津
亜
季
子
さ
ん（
現
在
、
大
阪
大
学
技
術
員
）が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

た
ん
ぱ
く
質
工
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
研
究
成
果

 

白
井　

剛
先
生
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

現
在
の
ア
ナ
ゴ
に
あ
る
、
形
も
機
能
も

違
う
が
同
じ
祖
先
を
も
つ
、
2
つ
の
抗

体
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
た
ん
ぱ
く
質

の
構
造
を
解
析
し
、
進
化
の
過
程
で
失

わ
れ
た
た
ん
ぱ
く
質
の
立
体
構
造
を
再

現
す
る
こ
と
に
、
世
界
で
初
め
て
成
功

し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
論
文
は
、
構
造

専
門
科
学
誌
﹃
S
t
r
u
c
t
u
r
e
﹄

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
現
在
の
た
ん
ぱ
く
質
の
構
造

を
基
に
、
ど
の
原
子
が
ど
の
よ
う
に
つ

な
が
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
、
失
わ
れ

た
た
ん
ぱ
く
質
の
立
体
構
造
を
計
算
で

求
め
、
そ
れ
を
実
験
で
再
現
し
甦
ら
せ

た
も
の
で
す
。
ま
だ
ア
ナ
ゴ
の
一
つ
の

分
子
を
再
現
し
た
だ
け
で
す
が
、
こ
の

手
法
を
使
え
ば
、
失
わ
れ
た
生
物
を
化

石
で
は
な
く
丸
々
再
現
す
る
こ
と
も
夢

で
は
な
く
な
り
、
人
間
が
改
変
す
る
技

術
で
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
工
学
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
研
究
成
果
と
い
え
ま

す
。

強
い
抗
菌
作
用
を
持
つ
ゼ
ル
ン
ボ
ン
の
化
合
物
を
発
見

 

河
合　

靖
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

東
南
ア
ジ
ア
に
自
生
す
る
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ガ
に

は
、
テ
ル
ペ
ン
系
化
合
物
の
ゼ
ル
ン
ボ
ン
が
大

量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
河
合
先
生
は
、
い
ろ

ん
な
化
合
物
に
な
り
や
す
い
ユ
ニ
ー
ク
な
構
造

を
も
つ
ゼ
ル
ン
ボ
ン
を
、
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
別
の
化
合
物
に
変
え
、
そ
の
生
理
活
性
を
調

べ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
は
、
化
学
合
成
で
新

し
い
誘
導
体
を
作
る
近
大
農
学
部
と
、
作
ら
れ

た
化
合
物
の
ヒ
ト
に
対
す
る
効
果
を
調
べ
る
京

大
農
学
部
と
の
3
つ
の
研
究
室
が
役
割
を
分
担

し
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ゼ
ル
ン
ボ
ン
か
ら
作
ら
れ
た
新
し
い

化
合
物
の
抗
菌
活
性
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
非
常

に
強
い
抗
菌
作
用
を
持
つ
化
合
物
を
発
見
、
11

月
に
開
催
さ
れ
る
「
香
料
・
テ
ル
ペ
ン
お
よ
び

精
油
化
学
に
関
す
る
討
論
会
」
で
発
表
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
が
進
め
ば
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
な
ど
の

抗
生
物
質
と
は
効
き
方
が
違
う
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
抗
生
物
質
や
抗
菌
剤
に
つ
な
が
る
も
の
と

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
抗
生
物
質
が
効

か
な
い
耐
性
菌
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

抗
菌
作
用
機
構
を
解
明
す
る
事
で
、
こ
の
問
題

の
克
服
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

防疫に利用できる一粒子検出による感染症診断機器の開発

本学教員の最近の研究成果から、話題
となり注目を集めているものを紹介し
ています。

研究クローズアップ

産官学連携の
取り組み紹介

新しいウイルス検出の試作器
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◆
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き

　
サ
イ
エ
ン
ス
講
座

　

8
月
5
日
、
本
学
で
中
高
生
向
け
の
講

座
、「
生
命
の
不
思
議
と
進
化
の
謎
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
せ
ま
る
！
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
講
座
は
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
術
振
興
会
「
平
成
23
年
度
ひ
ら
め
き

☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
採
択
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

開
講
式
の
後
、午
前
中
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
た
生
命
情
報
や
進
化
の
調
べ
方

を
勉
強
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
実
際

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
用
い
た
遺
伝
子
の
探
索
や
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど
の

様
々
な
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
」、「
遺
伝
子
に
つ
い
て
色
々

と
調
べ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

い
う
感
想
を
い
た
だ
き
、閉
講
式
で
は「
未

来
博
士
号
」
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
サ
マ
ー
★
B
i
o
塾

　

8
月
6
日
に
は
、
中
高
生
向
け
実
験
講

座
「
サ
マ
ー
★
B
i
o
塾
―
知
っ
て
得
す

る
メ
タ
ボ
の
知
識
」
を
、
本
学
で
開
催
し

ま
し
た
。
三
輪
学
長
に
よ
る
開
塾
式
に
始

ま
り
、
細
胞
生
命
科
学
コ
ー
ス
の
亀
村
和

生
先
生
を
講
師
と
し
て
、
午
前
の
講
義
、

午
後
の
実
験
を
通
し
て「
メ
タ
ボ
」の
真
実

に
迫
り
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
起
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
の
立
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
、
実
験
で
は
、
白
色
脂
肪
細
胞
を
染
色

し
て
蓄
積
さ
れ
た
脂
肪
球
の
顕
微
鏡
観
察

を
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
メ
タ
ボ
が
ど
の
よ
う

に
し
て
起
こ
る
の
か
や
、
メ
タ
ボ
の
恐
ろ

し
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
わ
か
っ
た
」

な
ど
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
得
ら
れ
た
こ

と
へ
の
満
足
感
が
伺
え
ま
し
た
。

◆
県
立
岐
阜
農
林
高
校
と
連
携
実
習

　

6
月
13
日
と
15
日
に
、
本
学
と
の
連

携
協
定
校
で
あ
る
岐
阜
県
立
岐
阜
農
林

高
等
学
校
と
の
連
携
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
行
っ
た
「
ブ
タ
の
品
種
識
別
」

は
、
㈳
農
林
水
産
先
端
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー
が
所
有
す
る
特
許
「
D
N
A
配
列

多
型
に
よ
る
ブ
タ
の
品
種
識
別
法
（
第

3
1
1
6
0
4
9
号
）」
の
実
施
許
可
を

得
て
、
本
学
が
高
校
生
に
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
教
材
化
し
た
も
の
で
す
。

　

受
講
し
た
生
物
工
学
科
の
3
年
生
は
日

ご
ろ
よ
り
バ
イ
オ
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
D
N
A
鑑
定
は
ほ
と
ん
ど
し
た
こ

と
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
今
回
は
初
め
て

の
実
験
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。「
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
ま
た
や
っ
て
み
た

い
」、「
説
明
が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
高大連携通信

◆
中高生の夏休みを活用して、本
学の「高大連携推進室」は生徒
にも興味深い実験・実習講座を
開催し、バイオへの関心を高め
る活動に取り組みました。

教員リレーエッセー

essay
ぎょ、ぎょ、魚油って…

　　　高畑 京也  先生
（バイオサイエンス学科細胞生命科学コース）

某
月
、
某
日
、
某
講
義
室
に
お
い
て
。

　
「
人
間
の
指
紋
は
図
1
に
あ
る
よ
う
に

Ａ
か
ら
Ｈ
ま
で
の
8
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
あ
る
指
紋
の
タ

イ
プ
は
将
来
認
知
症
疾
患
で
あ
る
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
に
な
る
確
率
が
有
意
に
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
皆
さ
ん
の

左
手
人
差
し
指
を
し
っ
か
り
観
察
し
て
く

だ
さ
い
。」（
約
1
分
程
ざ
わ
つ
い
て
い
ま

す
…
。）「
答
え
は
Ｃ
型
（
内
方
流
れ
紋
型
）

で
す
。」（
キ
ャ
ア
ー
と
悲
鳴
も
上
が
る
と

共
に
、
ホ
ー
ッ
と
安
心
の
た
め
息
も
聞
こ

え
ま
す
。）

　

残
念
な
が
ら
学
生
の
約
半
数
が
Ｃ
型
で

す
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
Ｈ
．

Ｊ
．
ワ
イ
ン
レ
ブ
が
1
9
8
5
年
に
報
告

し
て
い
る
事
実
で
す
。
自
分
自
身
が
将
来

認
知
症
に
な
る
確
率
が
高
い
と
わ
か
っ
た

と
き
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
認
知
症
予
防
の
薬
剤
は
、
未

だ
こ
の
世
の
中
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
脳
は
老
化
に
と
も
な
い
委
縮
が

起
こ
り
、
60
歳
を
過
ぎ
る
と
脳
の
重
さ
が

減
少
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
で

も
年
を
と
る
と
、も
の
忘
れ
が
増
え
た
り
、

新
し
い
こ
と
を
覚
え
る
の
が
難
し
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
れ
は
脳
の
神
経
細
胞
の

減
少
や
、
情
報
を
伝
え
る
為
に
神
経
細
胞

か
ら
伸
び
て
い
る
突
起
が
間
引
き
さ
れ
た

よ
う
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
認
知
症
は
老
化
に
伴
っ
て
発
症
率

の
高
ま
る
脳
の
病
気
で
す
が
、
一
つ
に
は

活
性
酸
素
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
脳
が
他
の
臓
器
に
比
べ
て
大
量
の
酸

素
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
す
。
酸
素
を
大

量
に
消
費
し
、
ど
ん
ど
ん
酸
素
が
脳
へ
送

ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
脳
は
非
常
に
活
性
酸
素
の

害
を
受
け
や
す
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で

す
。
ま
た
、
脳
に
は
も
と
も
と
脂
質
が
多

く
存
在
し
て
い
ま
す
。
図
2
に
示
す
如
く
、

脳
の
字
源
は
「
顔
の
部
分
の
脂
が
豊
富
に

あ
る
と
こ
ろ
」
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
脂
質
が
酸
化
さ
れ
て
有
害
な
過

酸
化
脂
質
に
変
化
し
や
す
く
、
活
性
酸
素

に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
脳
の
神
経
細
胞

は
分
裂
増
殖
で
は
ほ
と
ん
ど
修
復
で
き
な

い
た
め
、
活
性
酸
素
に
よ
る
脳
へ
の
悪
影

響
は
か
な
り
致
命
的
で
す
。

　

脳
の
神
経
細
胞
は
、
最
小
動
脈
と
よ
ば

れ
る
細
い
血
管
か
ら
栄
養
素
の
供
給
を
受

け
て
い
ま
す
。
活
性
酸
素
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
異
物
は
ゴ
ミ
の
よ
う
に
脳
に
た
ま

り
、
こ
の
細
い
血
管
を
圧
迫
し
栄
養
素
の

供
給
が
悪
化
し
て
機
能
が
低
下
し
て
い
き

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
脳
の
老
化
や
老
年

病
を
予
防
し
、
脳
を
い
つ
ま
で
も
若
々
し

く
保
つ
働
き
の
あ
る
食
品
を
日
常
的
に

補
っ
て
あ
げ
る
事
が
大
変
重
要
で
す
。

　

私
は
、
魚
油
由
来
の
高
度
不
飽
和
脂
肪

酸
の
一
つ
で
あ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ

サ
エ
ン
酸
）
が
持
っ
て
い
る
認
知
症
改
善

効
果
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
マ

グ
ロ
の
目
玉
の
う
し
ろ
や
イ
ワ
シ
や
サ
バ

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
青
魚
に
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
人
の
体
内
に
も
、
脳
の
灰
白
質

部
、
神
経
、
網
膜
、
心
臓
、
精
子
、
母
乳

な
ど
に
存
在
し
、
特
に
神
経
系
の
発
達
や

視
覚
機
能
な
ど
に
大
切
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
脳
や
神
経
系
に
対
す
る
薬
理
作
用

を
持
つ
の
は
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ら
で
は
の
特
徴
で

す
。

　

我
が
国
で
は
も
と
も
と
欧
米
よ
り
Ｄ
Ｈ

Ａ
の
摂
取
量
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
近

年
食
環
境
の
著
し
い
変
化
に
よ
り
、「
魚
離

れ
、
野
菜
嫌
い
」が
進
行
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
偏
食
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
多
動
、
集
中
力
・
協
調
性
の
欠
如
、

無
表
情
・
無
感
動
な
ど
の
情
緒
異
常
が
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
生
存
に
必
要
な
栄
養
素
の
供

給
源
で
あ
っ
た
食
品
に
は
、
生
体
機
能
の

調
節
と
い
う
高
次
の
機
能
も
存
在
す
る
こ

と
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生
体
の

恒
常
性
機
能
の
維
持
は
神
経
系
、免
疫
系
、

内
分
泌
系
な
ど
の
相
互
作
用
の
厳
密
な
調

節
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
健
康

上
の
問
題
の
み
で
な
く
、
食
物
が
ヒ
ト
の

行
動
に
も
変
化
を
及
ぼ
し
得
る
こ
と
は
、

食
環
境
が
現
代
社
会
の
方
向
性
を
も
左
右

す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

図 1

図 2

和田健之介先生が3ＤＣＧをデモ

親子で一緒に実験する生徒

ブタの品種識別の実験
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